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春
わ
り
秋
へ
、
躍
動
Ｆ
続
け
万
緑
ｑ
大
地
。

こ
れ
加
；
数
カ
月
ｑ
冬
眠
に
入
り
、

翌
年
に
向
け
－
１
９
カ
Ｆ
貯
え
～
。
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健本多i瀧i俵橘 さん(23歳〕酪農ヘルパーも経験しながら酪農に打ち込む健さ人

さ
ん
二
十
三
歳
。

健
さ
ん
は
俵
橋
小
学
校
、
中
標
津
広

陵
中
学
校
、
中
標
津
高
校
と
進
み
、
札
幌

の
入
紘
学
園
北
海
道
農
業
専
門
学
校
に

進
学
。
こ
の
学
校
は
、
実
際
に
農
作
業

を
行
な
い
な
が
ら
、
基
礎
知
識
を
学
ぶ

事
が
出
来
、
実
践
と
勉
強
を
両
立
し
て

い
た
と
い
い
ま
す
。
｜
年
の
時
は
畑
作
、

酪
農
、
畜
産
、
花
、
果
実
な
ど
の
各
部
門

を
実
習
。
二
年
生
か
ら
は
自
分
の
希
望

す
る
分
野
を
選
択
出
来
、
当
然
健
さ
ん

は
酪
農
分
野
を
選
ん
だ
と
の
事
。
「
学
問

的
な
勉
強
は
あ
ま
り
身
に
つ
か
な
か
っ

た
が
経
産
牛
五
十
頭
の
朝
、
晩
の
搾
乳

や
、
牧
草
収
穫
も
す
べ
て
学
生
で
行
な

う
な
ど
作
業
技
術
の
面
で
は
身
に
つ
け

關
俵
橋
地
区
に
位
置
す
る
本
多
胴
牧

場
は
、
昭
和
四
１
五
年
に
標
茶
川
茶
安

別
か
ら
同
地
に
六
戸
で
移
転
入
植
。

現
在
、
四
十
二
鯨
の
農
地
面
積
に
乳

牛
七
十
五
頭
（
内
経
歴
牛
五
十
頭
）
を

飼
養
す
る
酪
農
専
業
農
家
で
す
。

こ
の
本
多
牧
場
の
後
継
者
と
し
て
た
什
ｌ

酪
幽
辰
経
営
に
打
ち
込
ん
で
い
る
の
が
健

|lllll 

!＝し

Ｉ
ｉ
Ｉ
 鰍
酪
農
鱈
国
指
阯
腫
Ⅲ
Ⅲ

る
事
は
多
か
っ
た
。
し
か
し
ｎ
分
で
一

番
良
か
っ
た
と
思
う
の
は
、
学
校
の
人

間
関
係
で
、
高
卒
で
入
っ
た
人
も
い
れ

ば
社
会
人
か
ら
の
ユ
ー
タ
ー
ン
、
外
国

か
ら
の
留
学
生
な
ど
、
日
本
を
問
わ
ず
１

界
各
国
か
ら
多
種
多
様
な
人
が
入
学
し

て
い
る
の
で
、
大
き
な
社
会
勉
強
の
場

と
な
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

同
学
園
を
卒
業
と
同
時
に
家
業
に
就

い
て
い
ま
す
が
「
今
は
父
が
経
営
羊
で
、

使
わ
れ
て
い
る
身
分
。
父
に
は
農
業
を

継
い
で
く
れ
と
一
一
一
一
口
わ
れ
た
事
も
な
い
し
、

自
分
で
も
農
業
を
や
る
ん
だ
と
い
う
意

思
表
示
を
し
た
事
も
な
い
．

今
ま
で
は
、
な
り
ゆ
き
で
米
た
様
な
気

が
す
る
。
で
も
自
分
は
、
人
に
使
わ
れ
る

iiliilliilllIIiiillIimiLllil 
'貞旦、．

の
も
い
や
だ
し
、
｜
Ⅱ
巾
机
に
座
っ
て

の
仕
調
も
向
い
て
い
な
い
。
や
っ
ぱ
リ

マ
ィ
ベ
ー
ス
で
仕
事
の
出
来
る
酪
農
が

一
番
い
い
の
か
を
」
と
酪
農
を
志
す
気

持
ち
が
座
が
っ
て
い
ま
す
。

今
は
青
年
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

も
活
躍
し
、
家
業
外
の
色
々
な
酪
農
家

で
多
種
の
経
験
を
つ
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
近
年
中
に
牛
舎
新
築
の
計
画
も

あ
り
、
ヘ
ル
パ
ー
作
業
を
し
な
が
ら
色

々
な
施
設
を
見
、
研
究
小
と
の
事
。
「
酪

農
は
征
Ⅱ
ま
い
日
の
つ
み
重
ね
で
な
り

立
つ
も
の
。
｜
年
三
百
六
－
五
日
を
有

効
に
使
い
、
先
を
急
ぐ
享
な
く
マ
イ
ペ

ー
ス
酪
農
を
月
指
し
た
い
。
そ
の
叩
で
自

分
の
好
き
な
小
説
を
読
ん
だ
り
、
パ
ソ
コ

ン
や
ジ
ャ
ズ
を
間
い
た
り
と
趣
味
も
楽

し
め
た
ら
・
な
あ
」
と
話
す
健
さ
ん
で
す
。

趣味は読書‐パソコン､ジャズを蝿<寵

L夏



五
年
に
一
度
開
か
れ
る
酪
農
家
の
祭

典
、
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が

千
葉
県
千
葉
市
で
開
か
れ
、
中
標
津
町

膿
協
よ
り
四
頭
が
出
地
、
（
根
室
管
内
十

頭
山
賊
）
卜
｜
月
Ｉ
五
日
Ｔ
葉
市
に
出

発
し
ま
し
た
。

出
品
増
は
長
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
り
、

身
繕
い
し
、
体
調
を
整
え
な
が
ら
開
催

日
の
二
十
三
ｕ
か
ら
始
ま
る
本
番
に
向

け
、
牛
の
体
を
気
遣
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｔ
葉
市
は
大
消
費
地
で
も
あ
る
た
め
、

出
茄
者
皆
さ
ん
は
消
費
者
の
目
を
気
遣

い
な
が
ら
、
ま
た
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
酪

農
を
も
っ
と
消
費
者
に
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
最
後
の
調
整
に
入
り
ま
し
た
。

共
進
会
場
の
付
近
で
は
、
全
国
各
地

の
よ
り
す
ぐ
っ
た
畜
産
物
の
特
産
姑
が

一
堂
に
「
特
産
畜
産
物
フ
ェ
ア
」
が
共

進
会
と
、
国
産
畜
産
、
乳
製
品
の
需
要

蕊

''1ililil1ijLliiilTiIlTiL11i蕊1iLili
蟻Ｆ

緯、 で
川
村
さ
ん

（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
に
輝
く

に
全
国
剖
刷
覇
〃
５

蕊 〆
げ
げ
■
⑫

４匁四

内閣総理大臣管1を種得したjll村清員参さんのlH皇

九
Ｈ
十
四
日
か
ら
受
入
れ
を
開
始
し

て
お
り
ま
し
た
農
協
合
理
化
澱
粉
工
場

の
操
業
が
、
十
一
Ⅱ
十
五
日
に
終
了
致

し
ま
し
た
。

今
年
は
操
業
期
間
叩
の
人
雨
に
よ
っ

て
組
合
員
各
位
、
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
原
料
堆
積
場
の
設
置
に

よ
り
工
場
に
お
い
て
は
原
料
切
れ
が
な

く
、
｜
Ｒ
も
休
ま
ず
操
業
出
来
た
事
に

対
し
厚
く
お
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。

最
終
原
料
処
理
量
は
四
十
一
万
七
千

三
百
五
十
一
俵
を
処
理
す
る
事
が
出
来
、

製
品
出
来
高
は
二
ト
ー
万
一
千
四
百
袋

と
、
回
収
率
に
お
い
て
も
前
年
を
上
廻
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

合理化澱粉エ場操業終了する
原料処理417351俵､製品出来高221,400袋

艫襲－１隻鍔r図二露
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拡
人
を
目
的
に
同
時
開
催
さ
れ
、
大
に

ぎ
わ
い
の
会
場
で
し
た
。
ま
た
、
各
地

白
慢
の
特
産
品
乳
製
品
、
豚
肉
川
丁

如
を
展
一
斫
即
売
と
あ
っ
て
列
が
途
切
れ

な
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。

千
葉
県
は
酪
農
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、

目
元
有
志
が
耐
街
着
、
子
供
達
を
対
象

に
「
酪
農
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
設
置
、

搾
乳
体
験
、
仔
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
、
こ

の
他
の
人
学
生
に
よ
る
ミ
ニ
動
物
園
も

あ
り
、
子
供
達
で
ご
っ
た
が
え
し
て
い

ま
し
た
。

人
質
を
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
北
海

道
で
す
が
、
最
近
は
府
県
の
乳
牛
も
質

的
、
体
型
的
に
も
差
が
な
く
な
り
、
緊

張
気
味
に
も
「
こ
こ
ま
で
き
た
ら
ノ
」

と
名
誉
賞
獲
得
を
胸
に
本
格
的
な
審
査

に
備
え
て
い
ま
し
た
。

中
標
津
出
品
小
の
状
態
は
当
日
も
良

く
、
二
十
四
川
の
審
査
対
象
だ
っ
た
川

村
さ
ん
の
雌
系
牛
群
は
、
期
待
さ
れ
な

が
ら
も
見
事
優
等
賞
一
席
を
獲
得
し
、

さ
い
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
’
’

十
五
日
に
期
待
が
か
か
り
ま
し
た
。
ニ

ト
五
日
午
後
の
審
査
に
な
っ
た
弾
正
原

さ
ん
（
八
部
〉
、
福
嶋
信
一
さ
ん
蓼
Ⅲ

検
定
〉
出
船
で
も
優
等
賞
、
｜
等
を
そ

れ
ぞ
れ
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
’
’
十
六

Ⅱ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賊
に
希
望
を
託
し

ま
す
。
当
Ⅲ
も
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
良

く
、
管
内
出
品
者
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
緊
張
の
中
に
も
「
も
し
や
…
」
期

待
と
不
安
の
中
で
待
つ
事
数
十
分
、
つ

い
に
指
命
さ
れ
、
瞬
間
「
頭
の
中
は
真

っ
口
、
地
に
足
が
着
い
た
状
態
で
な
か

っ
た
」
と
本
人
の
感
想
で
も
あ
り
ま
し

た
か
、
長
午
の
地
道
な
改
良
の
成
果
が

む
く
わ
れ
、
錦
を
飾
っ
て
帰
町
し
ま
し

た
。
｜
｜
人
の
出
品
者
の
長
い
間
の
ご
苦

労
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

毎局Ｌ

全国各地から廷80万人以上が訪れた千葉県の会塀

お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
は
次
の
通
り
で
す
。

名
誉
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

母
系
牛
群
出
品
替
・
川
村
清
身

○
オ
レ
ー
タ
ー
バ
リ
ア
ン
ト
．
Ｆ

１
ラ
イ
ト

ｏ
リ
パ
１
ビ
レ
ッ
ジ
ロ
ッ
ク
マ
ン

オ
レ
ー
タ
ー

優
等
誉
（
四
席
出
仙
打
・
嚇
汪
原
正

ｏ
サ
ニ
ー
デ
ー
ル
ネ
リ
１
ト
ル
プ

ル
、
パ
ー
ク

｜
等
賞
三
席
出
品
者
・
福
嶋
信
一

○
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
パ
リ
ア
ン
ト

マ
ッ
ト
マ
リ
ー

瓜､

全国からの乳牛と観客の中､行なわれﾌﾞﾆﾆ擴会

Ｉ
糖
分
高
く
増
収
パ
ー

平
成
七
年
産
て
ん
菜
出
荷
が
十
月
ト

ル
日
か
ら
始
ま
り
、
ｌ
｜
月
二
十
二
口

で
終
了
致
し
ま
し
た
。

平
均
収
埜
に
つ
い
て
は
わ
当
り
四
八
・

一
｜
プ
（
前
年
几
川
・
六
ト
ン
）
と
減
収
致

し
ま
し
た
が
、
平
均
糖
分
は
一
じ
・
一
「

瀞
（
前
年
一
』
ハ
。
｜
許
｝
と
上
廻
る
事

が
出
来
、
収
量
は
減
収
致
し
ま
し
た
が

繍
分
で
上
廻
っ
た
た
め
、
前
年
と
同
様

の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

て
ん
菜
の
出
荷
終
え
る

高糖分で終了したてん菜の収酒

,ク



図１初産月齢農家戸数分布初産１１齢 こ
こ
川
～
五
年
間
、
育
成
牛
の
飼
養

管
理
方
法
に
つ
い
て
の
国
内
外
の
情
報

を
講
演
会
な
ど
で
聞
か
れ
た
方
も
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も

昨
年
取
り
上
げ
た
経
過
が
あ
り
ま
す
．

「
適
汪
な
栄
養
レ
ベ
ル
と
良
い
環
境

鼻51,
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１１ 北

根
室
の
育
成
牛
の
発
育

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

露
Ⅱ ｜

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
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※28-28.9カ月が平均で]80戸です。

図２乳量階層別初産分娩月齢

と
グ
ル
ー
プ
分
け
を
う
ま
く
や
れ
ば
、

必
ず
発
育
が
良
く
な
り
、
早
い
寺
川
こ

．
Ⅱ
１
１
 

初
産
分
娩
を
迎
え
、
乳
量
凸
〕
ア
ッ
プ
し

ま
す
。
良
い
発
育
を
す
る
よ
う
に
定
期

的
な
モ
ニ
タ
ー
を
行
な
い
、
総
合
的
な

改
善
を
行
な
っ
て
下
さ
い
」
と
い
う
の

が
概
要
で
す
。

で
は
交
際
、
育
成
牛
の
発
育
は
ど
の

Ｕ]】

ス、
nに

/停写、
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１，９９９９.99989997.9996.999以下

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
に
つ
い
て
確
か
め
て
み
ま
し
よ

「
７
。

一
、
初
産
分
娩
月
齢

根
峯
樒
内
乳
検
成
績
に
よ
る
と
、
平

均
初
産
分
娩
月
齢
は
、
二
八
・
四
力
Ⅱ

図３育成牛成長曲線の目標と実態(体高､体重）
に回

１５Ⅲ ジョソソソ吃

示す成艮線
約７カK
プ１－．
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と
目
標
の
二
四
カ
月
（
現
在
は
二
一
一
力

Ⅱ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
）
に
比
べ
て
明

ら
か
に
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。
二
円
力

Ⅱ
で
分
娩
さ
せ
て
い
る
農
家
戸
数
割
合

は
、
わ
ず
か
三
訂
弱
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

乳
量
階
層
別
初
産
分
娩
月
齢
を
見
る
と
、

(kgj 
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一
噸
刈
り
乳
堂
の
高
い
農
家
の
方
が
、

初
産
分
娩
月
齢
を
短
く
さ
せ
て
い
る
事

が
わ
か
り
ま
す
。

二
、
体
重
・
体
高

根
室
管
内
に
お
け
る
育
成
↑
の
体
重
・

体
高
に
つ
い
て
は
南
普
及
セ
ン
タ
ー
で

調
査
し
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

体
高
を
見
る
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
成
長

曲
線
に
対
し
て
、
七
カ
月
齢
く
ら
い
か

ら
目
標
値
の
ｒ
限
を
下
側
り
な
が
ら
、

二
一
－
’
四
力
Ｈ
齢
で
は
較
差
が
最
大

に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
若
干
持
ち
直

す
も
の
の
日
標
値
の
下
限
を
下
回
っ
た

ま
ま
で
す
。

一
方
、
体
重
を
見
る
と
、
三
力
Ⅱ
齢

く
ら
い
ま
で
は
目
標
値
の
上
限
を
ｋ
回

っ
て
お
り
、
’
二
カ
月
齢
く
ら
い
か
ら

体高（計根別） 体重（計根別）
l５Ｃ 70Ｃ 

計根別平篭

■■■ 

下限ライン

計根別平鎗

■■■ 

下限ライン

〆刃

'４［ 60（ 

上限ライン 上賑ライン￣ 

１３［ ５０Ｃ 

I２Ｃ 40〔

Ⅱ［ ３０Ｃ 
１８３２Ｅ 

月令
Ｒｎ 118 

ﾉ函
ロ

日
襟
値
の
下
限
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
若
干
持
ち
直
す
も
の
の
目
標

値
の
下
限
を
下
川
っ
た
ま
ま
で
す
。

Ｊ
Ａ
計
根
別
に
お
け
る
調
査
に
お
い

て
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

三
、
育
成
牛
の
粗
飼
料
給
与
状
況

育
成
牛
発
育
の
カ
ギ
を
握
る
と
一
一
一
一
戸
わ

れ
て
い
る
粗
飼
料
の
給
与
状
況
を
、
Ｊ

Ａ
計
根
別
で
行
な
っ
た
育
成
牛
調
査
で

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

哺
育
乳
時
は
圧
倒
的
に
乾
草
給
与
が

多
く
徐
々
に
割
合
を
減
ら
し
て
き
て

い
ま
す
。
育
成
後
期
に
お
い
て
も
、
四

割
弱
が
乾
草
給
与
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

乾
草
の
次
に
多
い
の
が
ロ
ー
ル
ベ
ー

育成牛における粗飼料給与状況
、

■乾草

□ｸﾗｽＷﾚｰｼﾞ 

■ﾛｰﾙＷﾚｰｼﾞ 

■その他

6ｍ 

UＩＣ 
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哺育育成前期Ｂ育成後灘
育成前期Ａ捜精期

ル
サ
ィ
レ
ー
ジ
、
そ
し
て
次
が
グ
ラ
ス

サ
ィ
レ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
．
サ
イ

レ
ー
ジ
給
与
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

乾
騏
が
減
っ
た
の
と
は
逆
に
、
哺
育
期

か
ら
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

呪
在
の
乾
草
の
刈
取
状
況
を
兄
る
と
、

品
質
的
に
は
け
っ
し
て
良
い
物
と
は
言

え
ず
、
品
質
面
で
の
不
利
さ
が
発
育
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
何
も
乾
草
に
限
っ
た
事

で
は
な
く
、
サ
ィ
レ
ー
ジ
に
お
い
て
も

親
よ
り
も
良
い
物
が
給
与
さ
れ
る
と
い

う
事
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

育
成
前
期
は
、
搾
乳
牛
と
同
様
（
ま

た
は
そ
れ
以
上
）
に
良
い
品
質
の
粗
飼

料
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
授

精
前
の
育
成
牛
の
粗
飼
料
品
質
に
は
注

意
を
払
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

四
、
最
後
に

調
査
結
果
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
育

成
牛
の
発
育
は
、
以
前
よ
り
は
改
善
が

図
ら
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
け
っ
し
て

良
く
は
な
い
と
い
う
事
が
言
え
ま
す
。

発
育
の
良
く
な
い
理
由
の
一
例
を
、

粗
飼
料
品
質
で
取
り
上
げ
て
見
ま
し
た

が
、
全
体
を
表
現
し
て
い
な
い
の
で
、

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に

載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

￣ 

／ 
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=管内農業賞にＳ人か受賞 PＥ 根
室
農
業
の
振
興
に
貢
献

第
十
九
回
根
室
管
内
農
業
賞
表
彰
式
が
十
一
月
二
十
日
、
中
標
津
町

寿
宴
で
行
な
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
・
西
井
武
氏
ら
七
農
協
か
ら
八
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

鱸管内農業賞表彰式lliiii魚

浄、

多数の渕係者が見守る中､行なわれた表彰式

こ
の
賞
は
、
根
室
管
内
農
業
賞
委
貝

会
（
高
橋
節
郎
委
員
長
）
が
、
毛
催
す
る
も

の
で
、
根
室
管
内
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
、
農
協
連
動

と
農
業
経
営
の
実
践
で
功
績
を
残
し
た

功
労
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

式
で
は
受
賞
者
入
夫
妻
の
ほ
か
、
各

農
協
組
合
長
を
は
じ
め
、
根
室
支
庁
、

町
、
農
業
委
員
会
な
ど
各
関
係
機
関
か

ら
の
約
五
１
人
が
出
席
、
農
業
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
た
先
人
に
黙
祷
を
さ
さ
げ

た
後
、
高
橋
委
員
長
が
「
厳
し
い
時
代
の

中
、
凹
難
に
立
ち
向
か
い
根
室
農
業
の

発
展
、
農
協
運
動
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
ｋ
げ
ま
す
」
と
受
賞

者
を
讃
え
ま
し
た
。
続
い
て
、
高
橋
委

員
長
か
ら
賞
状
や
記
念
品
が
受
賞
省
犬

津
さ
ん

標
ら
武

ＪＡ中
か

西井

βq■ 

妻
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
西
井

武
氏
が
「
名
誉
あ
る
受
賞
に
大
変
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
地
域
農
業
、

農
協
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
祝
賀
会
に
移
り
、
川
席
し

た
関
係
者
が
受
賞
者
を
祝
い
ま
し
た
。

受
賞
省
は
次
の
通
り
で
す
。

西
作
武
氏
（
中
標
津
町
武
佐
）

行
川
晋
氏
（
標
津
町
川
北
）

須
崎
源
蔵
氏
（
小
標
津
町
両
竹
）

石
毛
達
男
氏
（
別
海
町
大
成
）

櫻
井
福
治
氏
（
別
海
町
西
春
別
）

尾
形
春
雄
氏
（
別
海
町
美
原
）

小
椋
街
夫
氏
（
別
海
町
別
海
）

石
橋
義
朗
氏
（
根
室
市
北
浜
町
）

晴れやか西井さんご夫妻

赤



ゆ
と
り
を
も
っ
て
生
活
を
楽
し
む

輝くZirlii屋

昭和25年１１月26日、俵橋で

生まれる。

俵橋小中学校を卒業後、家

業である酪農、畑作を手伝い

23歳で結婚。現在、乳牛78頭

を飼養する酪農専業農家。

家族は、祖父、祖母、二男

一女とご主人の７人家族⑥

伊.訂

●｡■ 

＝■ザ

一
私
坐
な
ん
て
無
趣
味
、
無
芸
な
の
ょ
」

な
ん
て
言
う
け
れ
ど
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

な
ど
に
挑
戦
し
た
り
と
、
楽
し
み
を
も

っ
て
い
る
小
林
さ
ん
。

「
婦
人
部
の
活
動
で
も
、
何
か
自
分
で

楽
し
め
る
事
が
兄
つ
か
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
参
加
し
て
る
の
」
と
い
い
ま
す

が
、
今
年
の
春
か
ら
、
締
人
部
の
役
員
と

し
て
、
参
加
す
る
側
か
ら
、
計
向
す
る
側

に
回
り
大
変
さ
も
感
じ
た
よ
う
で
す
。

「
周
り
の
み
ん
な
に
つ
い
て
い
く
の
に

精
い
っ
ぱ
い
よ
」
と
言
い
ま
す
が
、
婦

人
部
の
活
動
を
支
え
る
大
き
な
柱
と
し

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
の
耐
で
は
、

ご
主
人
の
忠
雄
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

ま
た
時
に
は
相
談
し
あ
い
な
が
ら
の
良

き
パ
ー
ト
ナ
ー
。
「
先
Ⅱ
経
営
と
環
境

は
関
係
あ
る
と
聞
い
た
け
れ
ど
、
そ
う

か
も
し
れ
な
い
な
っ
て
感
じ
た
」
と
一
一
一
一
［

い
ま
す
。
誰
の
た
め
で
も
な
い
自
分
達

の
経
営
な
の
だ
か
ら
、
心
地
良
い
環
境

を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
今
後
の
農

業
に
は
残
っ
て
い
け
な
い
の
で
は
、
と

女
性
の
Ｈ
か
ら
見
た
今
後
の
経
営
を
し

「
か
り
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
立
派
な
芝
籠
や
建
物
に
こ
だ
わ
ら
ず

ま
ず
自
分
の
家
の
周
り
の
草
と
り
か
ら

だ
よ
ね
」
と
明
る
く
笑
い
ま
す
。
'宍通1

1U 
ｉｌ 

－ｌＩ 

四
年
前
か
ら
、
ア
ブ
レ
ス
ト
バ
ー
ラ

ー
に
し
、
仕
事
や
生
活
の
面
て
少
し
ず

つ
ゆ
と
り
が
で
き
た
そ
う
で
す
が
、
皆

か
ら
、
年
に
一
－
二
回
の
家
族
で
の
旅
行

を
計
両
し
、
心
の
ゆ
と
り
を
大
切
に
し
て

き
た
中
林
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
仕
事
に

追
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
生
析
を
楽
し

も
う
と
い
う
事
が
基
本
の
よ
う
で
す
。

「
子
ど
も
達
も
ｋ
き
く
な
っ
た
か
ら
、

お
父
さ
ん
と
呂
人
で
色
々
な
所
へ
行
こ

う
と
思
っ
て
ま
す
」
と
話
す
文
子
さ
ん
。

冬
に
は
歩
く
ス
キ
ー
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
楽
し
み
を
増
や

す
計
画
の
よ
う
で
し
た
。

１
－
‐
０
０
ｑ
Ⅵ
Ⅶ
珂
曰
月
可
９
１
｜
・
円
い
１

壇

鍵Ｉ
鑿

！ 
ＢｒでrWT夢.

－－コ＝急

■
坤
壯 缶閲■
小
届
疽
叱

Ｉ 宗ｑ

ｐは

＝主人の忠鯉さんと､まだまだ楽しみを針画中です

.夕



Ｓ
Ｔ
Ｖ
「
ど
き
ん
こ
ワ
イ
ド
」
で
お
な

じ
み
の
料
理
教
室
講
師
、
星
澤
幸
子
さ

ん
を
招
い
て
の
料
理
数
室
と
講
演
会
が

十
一
月
十
九
日
、
中
標
津
町
総
合
文
化

会
館
調
理
実
習
室
及
び
根
室
地
区
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
中
標
津
事
業
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
料
邸
教
叢
と
講
演
会
は
、
牛
乳
、

乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
て
』

星
澤
幸
子
さ
ん
の

Ａ
組
合
員
は
も
と
よ
り
一
般
町
民
向
け

に
「
乳
製
品
を
も
っ
と
身
近
に
、
お
い
し

く
食
べ
よ
～
」
と
中
標
津
町
農
協
酪
農

対
策
協
議
会
、
牛
乳
梢
費
拡
大
特
別
委

員
会
（
川
村
清
身
委
員
長
）
が
主
催
し

た
も
の
。
午
前
中
の
料
理
教
室
に
は
農

村
婦
人
を
始
め
、
川
樹
下
会
婦
人
部
、

川
消
費
省
協
会
か
ら
三
－
七
人
が
参
加

し
、
飛
品
Ⅱ
の
牛
乳
を
利
川
し
た
料
理

β■、

実いも交え.おいしく楽しい料瑳を教える星鬘さん

に
挑
戦
し
ま
し
た
．

星
澤
さ
ん
は
、
各
材
料
の
使
い
方
、
切

り
方
な
ど
理
巾
も
含
め
説
明
を
加
え
な

が
ら
手
本
と
な
る
料
理
を
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
に
完
成
。
調
理
中
も
手
は
休
む
事
な

く
、
テ
レ
ビ
撮
影
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

同
ら
の
体
験
談
な
ど
、
時
に
は
お
笑
い

も
交
え
楽
し
く
調
理
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
「
道
産
素
材
の
菓
晴
ら
し

さ
、
特
に
道
東
に
は
伯
爵
い
も
、
シ
ャ
ケ
、

昆
布
、
白
給
野
菜
、
そ
し
て
お
い
し
い

牛
乳
、
乳
製
品
が
豊
富
に
あ
る
、
良
い

素
材
を
選
び
、
お
い
し
く
料
皿
し
、
楽

し
く
川
手
と
食
べ
る
。
こ
れ
が
お
い
し

い
料
理
な
ん
で
す
」
と
弦
調
し
ま
し
た
．

参
加
し
た
婦
人
の
〃
々
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
、
料
理
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
各
班
に
分

か
れ
実
際
に
料
理
作
り
に
挑
戦
、
星
輝

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
憂
け
な
が
ら
約

・
時
間
ほ
ど
で
全
品
定
成
、
そ
の
後
、

全
員
で
試
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
”
お
い
し
く
た
べ
よ
”

「
乳
製
品
を
も
っ
と
身
近
に
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
会
が
行
な
わ
れ
、
会
場
に
は

秬
婦
を
中
心
に
約
二
百
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
講
演
の
中
で
塁
深
さ
ん
は
、
「
二
十

一
世
紀
に
は
食
料
を
口
絵
し
て
い
な
い

国
は
大
変
な
事
に
な
る
。
日
本
は
日
給

措
置
が
取
ら
れ
て
い
な
い
、
あ
と
而
年

後
に
は
食
料
不
足
に
陥
い
る
。
作
れ
る

所
で
作
ら
な
け
れ
ば
人
変
」
と
食
の
危

険
性
を
指
摘
。
そ
の
中
で
「
安
い
農
薬

を
多
く
使
っ
た
輸
入
食
料
を
食
べ
て
い

る
と
危
険
」
と
も
強
調
し
、
「
安
令
で
、

し
か
も
お
い
し
い
道
産
素
材
に
こ
だ
わ

り
を
も
っ
た
食
材
の
利
用
で
、
楽
し
く

食
事
を
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
〈

さすが先生､婦人の方々も注目です

プグ



の
経
営
戦
略
を
考
え
る
Ｉ
と
題
し
、
開

会
に
あ
た
り
林
義
和
会
長
（
Ｊ
Ａ
根
室

地
区
青
年
部
連
絡
協
議
会
）
が
「
ニ
ト
｜

世
紀
に
向
け
て
次
世
代
に
酪
農
を
引
き

継
ぐ
た
め
、
青
年
部
、
後
継
者
と
し
て

ｎ
分
た
ち
は
何
が
出
来
る
の
か
を
夢
え

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
パ
、
不
ル
デ
ィ
ス
カ
”
シ
ョ
ン

が
け
な
わ
れ
、
管
内
フ
ァ
ー
ム
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
安
旧
稔
氏
（
Ｊ
Ａ
中
標
津
）
奥

山
秀
助
氏
（
Ｊ
Ａ
中
繰
別
）
安
達
護
氏
（
』

平
成
七
年
度
根
室
地
区
Ｊ
Ａ
青
年
部

大
会
が
１
．
月
二
十
》
Ⅱ
、
中
標
津
町

の
寿
宴
で
開
催
さ
れ
、
管
内
か
ら
約
何

人
の
青
年
部
員
（
内
、
姉
人
部
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
セ
ス
ト
四
人
）
が
参
加
し
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
分
科
会
な
ど
根

室
酪
農
の
将
来
像
を
考
え
ま
し
た
．

今
年
の
大
会
テ
ー
マ
は
「
ど
う
す
る

根
室
酪
農
」
～
二
十
一
枇
紀
へ
向
け
て

四
世
紀
へ
向
け
て
の

根
室
酪
農
を
考
え
る

根
室
地
区
』
Ａ
青
年
部
大
会

と
題
し
て
一
．
｜
氏
か
想
う
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
方
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
奥
山
氏
は
「
朱
塵
す
る
だ
け
の
農

業
か
ら
付
加
価
値
の
あ
る
加
工
品
の
販
売

消
費
者
に
直
結
で
き
る
農
業
作
り
へ
」
と

提
唱
、
安
達
氏
は
「
糞
尿
を
利
用
し
た
健

康
な
乳
牛
作
り
の
酪
農
、
根
室
草
地
形

高
齋
度
経
営
シ
ス
テ
ム
化
構
想
と
い
う

五
つ
の
柱
（
①
同
際
化
酪
農
②
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
酪
農
③
環
境
朋
題
④

Ａ
標
津
）
の
三
人
を

パ
ネ
ラ
ー
に
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
岡

川
竜
太
郎
氏
（
北
根

室
地
区
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
次
長
）

が
あ
た
り
「
ニ
ト
｜

世
紀
へ
向
け
て
の
経

営
戦
略
を
ぢ
え
る
」

袴試

根室地区ＪＡ青年部大会蕊
｢■FUW:坤可TT司召角万TF戸再更戸Ｔ

－百＝＝■■■

労
働
力
、
後
継
者
対
策
⑤
総
体
的
な
農

業
経
営
費
の
縮
小
）
」
を
提
言
。
さ
ら
に

安
川
氏
は
、
「
将
米
Ⅱ
標
を
持
っ
た
巾
で

の
効
率
衣
経
営
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
、
環

境
整
備
、
家
族
の
う
る
お
い
、
ゆ
と
り

作
り
を
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
意
見
を
踏
ま
え
、
四
分
科
会
第
一
、

家
族
経
営
と
脇
模
拡
大
の
川
能
性
を
考

え
る
。
第
二
、
生
祈
の
場
と
し
て
の
農
業

将来の根雪皐農を考えﾌﾞﾆ大会でのパネルディヌカソンョン

経
営
を
考
え
る
。
第
一
組
織
の
榔
緬
整

備
を
夢
え
る
。
第
四
、
地
域
社
会
へ
の

文
献
を
考
え
る
。
に
分
か
れ
根
室
農
業

の
方
向
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
討

論
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
川
初
め
て
Ｊ
Ａ
婦
人
部
フ

レ
ゾ
シ
ュ
ミ
セ
ス
も
参
加
、
分
科
会
に

も
出
席
し
女
性
と
し
て
考
え
る
農
業
感
、

家
族
生
活
な
ど
も
話
さ
れ
、
よ
り
内
雰
の

深
い
分
科
会
と
な
り
ま
し
た
。

般
後
に
組
織
事
例
発
表
で
は
Ｊ
Ａ

別
海
青
年
柵
の
牛
乳
椚
費
拡
大
事
業
と

し
て
取
り
組
ん
だ
贈
答
川
バ
タ
ー
、
チ

ー
ズ
の
取
り
ま
と
め
と
金
剛
青
年
文
化

祭
物
産
巾
参
加
の
柄
動
事
例
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

今回初めて行なわれたﾌﾚｯｼｭﾐｾｽ藍交えての外科会

ダダ



こ
こ
数
年
の
傾
向
と
は
い
え
、
初
冬

に
も
拘
ら
ず
暖
か
い
Ⅱ
々
が
続
い
て
い

ま
す
。

暖
冬
は
仕
事
も
は
か
ど
り
、
過
ご
し

易
く
て
良
い
の
で
す
が
、
来
年
の
夏
を

思
う
時
、
ふ
と
不
安
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。八
１
八
歳
の
米
寿
を
Ⅱ
前
に
し
て
逝

っ
た
母
の
野
辺
の
送
り
を
し
て
米
ま
し

た
。
明
治
、
大
｛
上
昭
和
、
平
成
と
関

東
大
震
災
、
戦
災
で
家
を
失
い
、
Ⅲ
男
山

女
を
生
み
、
育
て
、
順
逆
で
家
族
を
次
々

と
失
う
中
、
暹
し
く
生
き
ぬ
い
た
人
生
で

し
た
。
名
も
な
い
市
井
の
人
々
の
力
に

依
っ
て
、
今
日
の
日
本
の
繁
栄
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
繁
栄
の
中
で
育
っ
た
、
我

々
以
降
の
仙
代
の
脆
弱
さ
を
改
め
て
噛

み
し
め
ま
し
た
。

人
の
死
は
残
さ
れ
た
者
に
生
の
意
味

を
問
い
か
け
、
残
さ
れ
た
薪
の
生
命
の

内
面
に
昇
華
し
て
、
生
き
る
尊
さ
と
〃

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

鵜
く
程
の
鼎
さ
と
慌
し
さ
の
巾
で
一

年
が
経
過
し
組
勘
の
締
め
と
、
来
年
の

常
農
計
阿
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

ヨ
ー
□
シ
バ
農
業
を
視
察
し
て
④

今
年
の
組
勘
の
数
字
は
ｎ
々
の
農
作

業
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
あ
り
、
営
農

計
画
は
日
々
の
あ
り
方
の
Ⅱ
標
で
す
。

実
績
は
現
実
の
証
明
で
あ
り
、
全
て

の
出
発
点
で
す
。
実
績
の
原
因
を
直
視

し
て
、
炎
行
可
能
な
計
向
を
家
族
で
理

解
、
一
致
し
て
樹
立
し
て
下
さ
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
編
叱
ニ

デ
ン
マ
ー
ク

首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
崇
路
で

、「 ●今月のたより……
篠へ

長曰誌
代表理事組合長

＝ナミ：盛符

一
時
間
余
り
の
リ
ー
ベ
で
バ
ィ
オ
カ
ス

プ
ラ
ン
ト
を
視
察
し
ま
し
た
。

’
九
九
○
年
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ワ

ン
、
尿
の
処
理
の
た
め
メ
タ
ン
ガ
ス
の

発
生
、
利
川
の
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
原
料
は
フ
ン
、
尿
の
み
で
な
く
食

品
Ｔ
場
の
残
涜
物
、
生
ゴ
ミ
を
混
入
し

て
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
て
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
に
て
巾
街
に
送
り
、
発
電
川

の
タ
ー
ビ
ン
を
Ｍ
し
、
余
熱
を
地
域
暖

房
に
も
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

自
然
保
護
の
た
め
、
環
境
法
が
あ
り

几
力
月
分
の
フ
ン
、
尿
タ
ン
ク
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
畑
へ
の
還
元

も
決
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

個
人
で
解
決
出
来
な
い
問
題
を
共
同

化
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
ま
し
た
。

二
１
ト
ン
の
ス
ラ
リ
ー
市
二
台
で
、
毎
日

三
百
～
四
百
ト
ン
を
七
ｌ
五
戸
１
万
戸
か

ら
集
め
て
い
ま
し
た
。

ガ
ス
を
取
り
出
し
た
フ
ン
、
尿
は
原

料
の
九
流
訂
で
戻
り
、
バ
ク
テ
リ
ア
が

な
く
、
窒
素
の
吸
収
度
も
高
く
な
り
幣

害
も
な
く
、
そ
の
散
布
に
は
市
民
も
納

得
を
し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
原
料

と
し
て
の
フ
ン
、
尿
の
質
が
問
わ
れ
、

問
形
分
の
少
な
い
物
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の

対
象
で
あ
り
、
肥
料
効
果
は
加
里
を
足

`密､

くり紅感自に□且ス（よまスにし
と、茶覚ロＩ数スも千零分Ⅱしテ嬢貴て
い物以で席力が無ユ港]JIL水たム念献完
う事外しで所あくアは化の。でなし全
什のはた、のり、｜賛がロはがて）ｌｕ
邸本水。ま停ま雛デ素徹’、らい科
性質を機る留せ発スで底力笈１」まと
【こを｜弍内で空ん着があしル現本しし
感重じで乗港でが兼りて空（よのたて
心祝めはりがし早務、い路無電。、

偕鰄【舵紐li藻灘；
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雛鼬充どん
「
自
然
の
叩
で
家
族
と
動
物
と
と
も
に
、

お
い
し
い
牛
乳
を
生
産
し
た
い
」
と
、

新
規
就
農
に
向
け
て
の
抱
負
を
話
す
尾

崎
広
太
郎
さ
ん
、
孝
子
さ
ん
は
Ｉ
｜
月

、
机
憧
れ
か
ら
実
現
し
た
新
規
就
農

尾崎広太郎さん(27歳）
孝子さん(24歳）

孝
子
さ
ん
は
Ｉ
｜
月

１
九
日
、
中
標
津
町

農
協
大
会
議
室
で
地

域
の
有
志
に
よ
る
手

作
り
結
婚
祝
賀
会
で
、

新
権
活
の
ス
タ
ー
ト

を
き
り
ま
し
た
。

広
太
郎
さ
ん
は
東
京
出
身
で
、
映
画

「
遥
か
な
る
山
の
呼
び
声
」
を
兇
て
北

海
道
に
憧
れ
、
北
海
道
の
大
学
（
北
人

農
業
工
学
科
）
に
進
学
．
そ
の
後
、
農

業
を
志
す
気
持
ち
が
強
ま
り
、
十
勝
の

清
水
町
に
二
年
間
牧
場
実
習
に
入
り
ま

し
た
。
実
習
を
積
む
う
ち
酪
農
へ
の
あ

こ
が
れ
が
さ
ら
に
広
ま
り
、
自
分
の
理

'何章し

態
と
す
る
地
を
求
め
て
Ⅲ
標
津
の
ヘ
ル

パ
ー
（
㈲
フ
ァ
ム
・
エ
イ
）
に
就
職
。
新

規
就
農
に
向
け
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

｜
方
の
孝
子
さ
ん
は
愛
知
県
の
出
身

で
動
物
好
き
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
ア
ル

バ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
兄
て
訓
子
府
町
の

酪
農
実
習
生
と
し
て
北
海
道
へ
。
孝
子

さ
ん
も
実
習
を
積
む
う
ち
酪
農
へ
の
魁

い
が
増
し
、
新
汎
就
獲
へ
向
け
北
見
や

置
戸
町
の
酪
農
へ
ル
パ
ー
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。

二
人
の
出
会
い
は
、
孝
子
さ
ん
が
ヘ

ル
パ
ー
作
業
中
、
パ
ル
ク
の
上
に
置
い

て
あ
っ
た
一
Ⅱ
の
木
（
三
友
さ
ん
の
書

い
た
、
瓜
ｔ
に
生
か
さ
れ
た
酪
農
へ
の

道
案
内
）
で
、
興
味
を
持
っ
た
孝
子
さ

ん
が
小
標
津
の
三
友
さ
ん
宅
へ
手
紙
を
川

し
た
の
が
始
ま
り
。
三
友
さ
ん
は
新
規

就
農
を
志
す
二
人
を
紹
介
、
交
際
を
続

け
て
今
阿
の
ゴ
ー
ル
イ
ン
と
な
り
ま
し

た
。現
在
、
枕
農
地
も
第
三
供
落
の
新
龍

地
区
に
決
ま
り
、
施
設
蜷
備
な
ど
着
々

と
営
農
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
十

二
月
中
に
は
乳
牛
が
導
入
さ
れ
る
予
定

で
、
搾
乳
の
出
来
る
Ｒ
を
楽
し
み
に
待

つ
広
太
郎
さ
ん
と
孝
子
さ
ん
で
す
。

侭□、

気
象
概
況

こ
の
期
間
、
気
温
の
変
動
が
大
き
い

で
し
ょ
う
，
こ
の
期
間
の
気
温
、
降
雪

（
水
）
は
と
も
に
平
年
並
の
兄
込
み
で
す
。

十
一
一
月

時
々
冬
型
の
気
圧
配
置
に
な
る
で
し

ょ
う
。
Ⅱ
本
海
側
で
は
曇
り
や
雪
ま
た

は
雨
の
口
が
多
く
、
太
平
洋
側
で
は
晴

れ
の
Ｈ
が
多
い
兄
込
み
で
す
。

一
月冬
型
の
気
圧
配
置
の
口
が
多
い
で
し

ょ
う
。
日
本
海
側
で
は
曇
り
や
雪
の
日

か
多
く
、
太
平
洋
側
で
は
晴
れ
の
Ｒ
が

多
い
見
込
み
で
す
。

二
月時
々
冬
型
の
気
圧
配
置
に
な
る
で
し

ょ
う
。
日
本
海
側
で
は
曇
り
や
雪
の
、

が
多
く
、
太
平
洋
側
で
は
晴
れ
の
Ｒ
が

多
い
兄
込
み
で
す
。

３カ月予報
北海道地方長期予報

蝿
日
本
気
象
協
会
北
海
道
本
部

プヲ



＋
｜
月
十
六
日
嗣
、
第
二
十
一
回
北
根
室
地
区
農
村
女
性
講
座

が
、
雪
印
乳
業
中
標
津
エ
場
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

料
理
講
習

農
村
環
境

や

フ
ォ
ー
ラ
ム
で

！
‐
隆

儒蜀、 堂
Ｊ
ぶ

よ嶢以､よ』ﾉﾉ&蓋いて ;ljili謹遡1匿農iiiiiliiiHf講座

|]Ｈ参イ識れ奥ム会深良１習の人性
い加ザ奥演る’'１と午食全め<ズ会メ′「のを標
ての’１１１が農秀し後と品て調を．ツ前参対津
い艀と氏開村肋てかな完い理仏参セ’'１加象、
まざしばかを氏゛ら’）成たしつⅢ｜は昔に計
しんて、れ１１を中はま後よなたのジョが｜)'１根
たはも道ま指講春、しはうがメ皆些伝集か別
。、活のしし｜ｌｉｌｉ別農た、でらニさとえまれ、
真躍フたてに農村･米し、ユん題より、’|’
剣さア.Ｌ招協環賓た楽ｌはしうま当標
にズＬｌときHll境を・しｉｉ、てミしⅡ津
おてム題４組フ’7'１〈，'ｉｆ１１このルたはの
話おアし緑合オん交を乳料ク。約没
しリドてあ長１で流子や卵か三村
存、パのふのうのを際チ識ら十次

蓮ｿＩｉＵ

`７７西

＝頃■

麓師の里山秀助氏

働
き
や
す
く
、
生
活
も
楽
し
め
る
良

い
環
境
づ
く
り
が
今
、
一
番
大
切
で
あ

る
と
い
う
術
演
の
後
、
ス
ラ
イ
ド
を
見

て
、
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ

と
移
り
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、

「
家
の
周
り
の
小
さ
な
事
か
ら
、
と
り

組
ん
で
み
よ
う
」
や
「
ｎ
分
の
夢
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
い
こ
う
」
な
ど
意
欲

的
な
意
見
が
交
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
美
し
い
農
村
づ
く
り
、
楽

し
め
る
農
村
生
活
を
Ｈ
指
し
て
い
こ
う

と
確
認
し
あ
い
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

環境整備について意見を交換しあいました

〆`後



十
月
末
に
お
け
る
農
協
の
財
務
状
況
年
度
の
伸
び
率
に
対
し
大
幅
に
減
少
し

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

て
お
り
、
計
画
達
成
に
苦
し
い
状
況
に

ｏ
貸
付
金

あ
り
ま
す
。
金
利
状
勢
最
悪
の
状
況
に

受
託
資
金
、
ク
ミ
カ
ン
を
含
む
貸
付
あ
り
ま
す
が
、
へ
‐
後
も
ご
協
力
を
お
願

金
総
額
で
は
昨
年
同
期
に
比
べ
一
億
川
下
い
致
し
ま
す
。

四
ｈ
万
円
の
減
少
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
③
販
売
事
業

脆
な
部
分
は
ク
ミ
ヵ
ン
賃
越
額
の
減
少
乳
代
の
減
少
に
よ
り
昨
年
同
期
に
比

分
で
す
。

べ
取
扱
い
高
で
而
千
２
百
万
円
減
少
し

①
ク
ミ
カ
ン

て
い
ま
す
が
、
個
体
販
売
な
ど
に
積
極
的

十
Ⅱ
米
の
状
況
は
、
昨
年
同
期
に
対
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
下
期
の
事
業
展
開

し
一
億
二
Ｔ
〃
円
好
転
し
て
い
ま
す
。
に
つ
い
て
も
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

収
入
全
体
で
は
、
乳
代
が
一
億
Ⅲ
千
四
ま
す
の
で
こ
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

百
万
川
が
減
少
し
、
個
体
販
売
が
一
億
①
購
買
事
業

三
下
八
万
〃
Ⅲ
増
加
し
、
乳
代
の
減
少
長
川
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
苫
し
い

を
個
体
販
売
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
状
況
事
業
展
開
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
産
資

に
あ
り
、
農
外
収
入
な
ど
の
増
加
も
あ
材
に
つ
い
て
は
、
飼
料
・
肥
料
な
ど
の

り
収
入
合
計
で
は
約
Ｈ
千
万
円
の
増
加
価
格
引
き
ド
げ
も
あ
り
ま
す
が
、
昨
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。
支
出
に
つ
い
て
は
、
同
期
に
比
べ
二
下
六
百
万
川
の
減
少
に

飼
料
を
始
め
農
業
支
出
で
一
億
二
千
一
・
｜
な
っ
て
お
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
停
滞

何
万
円
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
家
計
費
状
況
に
あ
り
ま
す
。
生
活
岻
舗
に
つ
い

外
の
増
加
も
あ
り
ま
す
が
、
支
出
合
計
で
て
は
昨
年
同
期
に
比
べ
Ⅲ
千
一
一
万
万

約
六
千
九
百
万
円
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
円
増
加
し
、
、
昨
年
の
水
準
ま
で
近
づ

①
貯
金

き
下
期
に
向
け
よ
り
一
層
の
努
刀
を
し

昨
年
Ⅲ
期
に
比
べ
、
’
億
三
千
五
百
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協

刀
円
の
騨
加
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
六
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

農
協
雫
の
財
務
状
況

繰曽
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今
年
も
一
年
を
振
り
返
り
、
新
し
い

平
に
向
け
て
準
備
を
す
る
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
杵
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
は
ど

の
よ
う
な
年
で
し
た
で
し
ょ
う
、
ま
た
、

来
年
の
計
画
は
ど
う
考
え
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
来
年
に
向
け
て
、
経
営
面
の

計
画
は
も
ち
ろ
ん
重
要
な
こ
と
で
す
し
、

家
計
に
お
い
て
も
経
済
活
動
で
あ
る
限

り
、
計
画
を
立
て
管
理
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

家
計
を
考
え
る
と
き
、
Ⅱ
常
の
生
活

に
関
わ
る
費
用
と
と
も
に
大
き
な
節
□

ご
と
に
関
わ
る
費
用
、
例
え
ば
教
育
資

金
、
住
宅
取
得
、
結
婚
、
毯
後
資
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
今
ほ
ど
お
金
が
か
か

ら
な
か
っ
た
時
代
は
一
Ⅱ
、
一
ヵ
月
、

一
年
単
位
で
家
計
を
管
理
し
、
節
約
し

て
余
ら
せ
た
お
金
を
貯
欝
し
て
い
く
こ

と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
Ⅱ
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
し
か
し
今

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
住
宅
費
を
考
え
て

も
住
宅
を
取
得
す
る
た
め
に
は
ロ
ー
ン

を
組
み
、
二
十
年
、
一
一
一
十
年
と
い
っ
た

長
期
に
わ
た
っ
て
返
済
を
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
住
宅
の
取
得

時
期
に
よ
っ
て
は
教
育
資
金
や
老
後
資

金
づ
く
り
に
支
障
が
で
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
徴
も
高
校
、
大
学
と
進
学

し
て
い
く
に
つ
れ
家
計
費
に
占
め
る
割

合
も
大
き
く
な
り
ま
す
か
ら
、
慎
重
に

計
画
を
立
て
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
住
宅
と
教
育
、
自
立
し

た
老
後
の
三
つ
の
生
活
目
標
の
災
塊
が

難
し
い
状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
山

虐題■

北根室地区農業改良普及センター

長
期
的
な
生
祇
設
計
に
雑
づ
い
て
Ⅱ
々

の
家
計
を
管
肌
し
て
い
く
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

’
’
一
十
、
Ⅲ
１
代
を
み
て
み
ま
す
と
二

人
資
金
が
重
な
り
、
家
計
か
も
っ
と

も
苦
し
い
時
代
と
い
え
ま
す
。
脚
の
よ

う
に
こ
の
年
代
の
最
大
の
テ
ー
マ
は
救

育
登
金
と
マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
で
す
。
こ

の
二
つ
を
と
う
ク
リ
ア
す
る
か
で
す
。

Ⅱ
標
は
子
供
が
厨
校
、
大
学
に
進
学

す
る
ま
で
に
教
育
盗
金
の
準
備
を
終
わ

ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
、
仇
宅
ロ
ー
ン
の

返
済
が
定
年
ま
で
に
終
わ
る
よ
う
に
繰

り
上
げ
返
済
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
。

三
十
、
四
十
代
で
こ
の
づ
が
ク
リ
ア

で
き
れ
ば
Ⅲ
１
代
で
老
後
の
資
金
づ
く

り
に
集
中
で
き
ま
す
。
住
宅
ロ
ー
ン
の

繰
り
上
げ
返
済
ま
で
下
が
川
ら
な
い
と

き
は
そ
れ
も
Ⅵ
十
代
の
テ
ー
マ
に
し

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
二
大
溢
金
の
流
れ
を
分

析
し
、
ど
う
い
う
順
序
で
何
を
行
な
う

か
を
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
、

ど
の
年
代
に
あ
り
、
ど
の
楳
度
の
資
金

準
備
が
必
要
か
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

ｎ
俺
家
計
管
理
の
巾
で
は
支
出
を

も
っ
と
切
り
詰
め
、
将
米
の
た
め
の
貯

金
を
増
や
す
べ
き
か
、
今
の
生
活
の
充

実
の
た
め
、
消
費
す
べ
き
か
迷
う
こ
と

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と

き
も
他
人
と
比
べ
た
り
調
査
の
平
均
デ

｣戸別

－
タ
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
蛎
活
設
計
か
ら
判
断
す
る
の
が
一
番

だ
と
思
い
ま
す
。
貯
金
方
法
な
ど
も
い

つ
何
の
た
め
に
、
い
く
ら
必
要
…
と

い
う
計
阿
が
先
に
あ
っ
て
は
じ
め
て
ｋ

下
に
で
き
る
も
の
な
の
で
す
。
急
が
ぱ

Ⅲ
れ
の
こ
と
わ
ざ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
金
Ｍ
り
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
思
っ

た
ら
、
ま
ず
長
期
的
な
化
柄
設
計
を
立

て
る
の
が
先
決
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

牛
木
の
こ
の
時
期
、
長
期
的
な
計
阿

を
家
族
で
話
し
合
い
、
ゆ
と
り
の
あ
る
龍

活
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

回30代～40代のライフプランと３大資金

~マイホーム資金款行Wiソ〕ｎＩｌ[が終わづ
･……教育費金たI>，その分逓釘禽税
司一一奉雑審舎iEI二[ljlL-狐に貯め乱

iN1lItご殻ﾌﾟﾉ茂命かＭｌ
が終ゎ各豈勺【二ｍｿit凸

ＺＯＤｑｎＦＩ 

矧蕊塾
［ばりvDDJ1EJ

終叶｣IIi月や【I症｣liiiTで
少LずつM`i顎]ろ
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第
十
六
回
家
族
協
定
調
印
式
が
十
一

月
二
日
、
中
標
津
町
役
場
会
議
室
で
開

催
さ
れ
、
経
営
移
譲
を
受
け
た
六
組
の

調印式を行なう佐藤さんご夫妻

家
族
か
調
印
を
行
な
い
ま
し
た
。

旧
式
を
主
催
す
る
中
標
津
町
農
業
委

員
会
で
は
、
こ
の
家
族
協
定
を
昭
和
六

－
一
年
か
ら
実
施
し
、
今
ま
で
に
万
一
一
一

十
五
組
が
調
印
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
川
調
印
を
行
な
っ
た
の
は
第
晟
俣

落
、
佐
滕
載
康
さ
ん
、
武
佐
、
真
野
吉

光
さ
ん
ら
六
組
の
家
族
で
、
各
農
業
委

員
、
関
係
機
関
が
立
ち
会
う
中
、
経
営

の
全
権
を
移
譲
す
る
に
あ
た
り
、
家
族

間
で
の
円
満
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

日向Ⅲ

移譲するほうも受ける方もなごやかな中での調E［

平
成
七
年
度
．
日
皆
貯
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
－
月
十
六
日
か
ら
二
十
し
Ｈ

ま
で
、
組
合
員
宅
及
び
町
内
各
ご
家
庭

を
訪
問
し
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

実
績
で
は
組
合
叩
具
準
組
ハ
ロ
負
、

員
外
を
含
め
総
額
で
七
千
八
行
川
Ｉ
上

北
海
道
の
冬
道
は
、
雪
や
寒
さ
な
ど

の
気
象
条
件
に
よ
っ
て
刻
々
と
路
面
状

態
が
変
化
す
る
た
め
「
冬
型
事
故
」
が
発

生
し
て
い
ま
す
．

ま
た
「
ス
パ
ィ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
発

生
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
、

脱
ス
パ
ィ
ク
タ
ィ
ヤ
化
は
全
道
的
に
進

ん
で
、
更
に
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
化
で
交
通
事
故
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
実
際
に
車
を
運

転
す
る
方
々
が
冬
道
の
特
徴
、
自
動
車

タ
イ
ヤ
の
性
能
を
正
し
く
理
解
し
、
そ

の
性
能
に
応
じ
た
迎
転
を
行
な
う
事
が

必
要
で
す
。

交
通
事
故
は
四
１
五
・
｜
秒
に
一
件

蜑
道
で
の
安
全
運
転
凍
結
雪
道
で
は
心
に
ゆ
と
り
隷

一
日
皆
貯
金
、
総
額
で
フ
Ｓ
、
４
フ
ｓ
千
円

へ

万
三
Ｔ
七
百
一
一
十
九
川
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
情
勢
、
経
済
状
況
の
厳
し
い
巾

で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
多
大
な
る

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

発
化
し
、
．
Ⅲ
平
均
約
二
１
－
人
か
死

亡
し
て
い
る
状
況
で
す
．

凍
結
路
而
、
坪
道
で
は
心
に
ゆ
と
り

を
侍
『
て
、
安
令
逆
転
を
い
た
し
ま
し

よ
『
７
。

辮癖
Z〆



貢釣りの楽しさ味わう蔦潔琴標津支部
青年部中標津支部（小林精一支部長）主|崖による

]り大会か11月ｇＢ、野ＩＴＩ砂浜で行なわれ約30人の

]り仲冑か参加。当曰は風か強く高波をID配してい

北だが、べ左なぎ状態のベストコンディション。

大会は１人竿１本で１時間30分の持ち時間。釣り

うめの合図でいっせいに釣り糸を海に向け第１役。

2の曰はなかなかの入れ食い状態で次からつきと弓｜

§がありダフルやトリプルと大小のコマイが面白

】＜らいに上がりましだ。まだ、美味しい豚汁やあ

冒酒も用壽され.貝もＩＵも温まる大会となりましだ。

/侵弓函

鱸lIliiliililliliilliiiiilliIlui ボウリングで交流を
深める

蕊

氏一､

＝層合同で楽しいボウリングとなりました

婦人部舅同志の交流を深めようと11月24曰、ウ

コウボウルで、婦人部ボウリング大会を開|崖いた

しましだ。

フレッシュミセス、中堅、言葉会の三層合同て

計画しだこの大会･当曰は､27人の部員が参加し、

楽しい￥曰を過ごしましだ。

結実は次の通りです。

１位武田静孑(俣落)､２位秋山祝子(俣落）

Ｓ位頁野ゆか(武佐）

プービー蘆湯山俊孑(武佐） 各レーンでは大変盛りあがっていました

プと「



ストライク、
スペアーに

歓声'

青年部ポウリンクミ大会

自分のスコアーを醒認､次の一投に期待をかけます

震協青年部レフリエーショニ'委員会企画による交

流ホウＵンワ大会が11月27曰ウコウホウルで開|崖
され、各支部力ら17人が参加しまし屋。

大会は{国人戦Ｓゲームか行なわれ、ストライプや
スペアーが出るだびに|電りから畝＝があがり、地区

を越え)E楽しい交流ボウリングとなりまし)E・

大会の結果、上|立言は次の還りですＣ

ｌ位佐藤敏（中標津支部）461ピン

2位清原孝志（武佐支部）452ピン
S位笠原康広（俣落支音K）449ピン

鈩殉

マイポールでないのが残念と山下さん､でもナイスフォームです

dでu＝￣Ｔ▽.。且-」

落語､マジックの競演会 なかしくつ寄11i；

なかしくつ巷ンツリー倶楽部主催による、第12回なかしくつ寄席

が11月22曰、ホテル秀目で開|崖され､会場につめがけだ約200ヘの筈

が落語やマジツクシヨーを楽しみましだ。

落語では菌□お認||染みの入船享扇遊師匠が、三葉巧みなお笑いを

交えての古典落語を披露。

まだ、マジックでは、ハワイのマジツワコンテストlこ入薑し定芸

歴を持つ花島型淳子さんか、トランプや繩を使った数々のマジシヮ

を擾露し、観害をマジックの世界に弓|き込みまし吃。

規弓灘
会鶚からはたく吉人の害いと袖手が

ブタ



'灘＃
平成８年度別海高校

農業特別専攻科学生募集案内

学生募集要項

修業年限２年

募集定員酪農経営科２０人

出願資格平成７年度高等学校卒業見込みの者

酪農の基礎技術を学びたい者

新規就農を考えている者

その他（詳細は専攻科まで）

出願受付平成８年］Hl711U0-l月311｣㈹

出願書類入学願書、健康診断証明書、調査書、

入学検定料、農業経営調書

※人学書類一式は北海道別海高等学校事務室に用

意しています。

検査日平成８年２月７１｣㈹作文・lhi接

検査場所北海道別海高等学校農業特別専攻科

※詳細については、別海高校農業特別専攻科

壺086-02別派町別海緑lllJ70-1‘01537(5)2()53まで

お問い合わせください。

婦人部三役会

馬事同志会役員会

乳牛改良同志会役員会

家畜自衛防疫組合役員会

マリンスファーム全体会議

第３１可特別委員会

第４回牛乳iilj費拡大特別委員会

第５回管理購買委員会

婦人海外研修会議

第９回青年部役員会

|IIT立病院経営研究協議会

第５何営農委員会

１， 

２日

６日

７１１ 

１３１二1

141］ 

１５日

]７日

２１日

28日

29Ｒ 

３０ｎ 

想京、

年末年始の業務日程 ■一般業務納め１２月30日出
■一般業務始め１月８日(月） 塵圀休業

蕊茗~且Ｉ邑 30日(士）３１日（日）元且２日(幻１３日㈱４日（木）５日閏６日(±)１７日(日）備考

股業務１２時まで

細I211fまでⅢ 1511Fまで151Ｗ意で1211罪まで

ｎ屯へ

算I21IiFまで

牢
、

151畔ま゛でI511j童で1211鼎まで

貯金､組勘､共済ｌ２１ｌｆまで 15吋まで』1511矛まで1211非まで

ＡＴＭｌ４時まで l5IIli:まで1511糸まで１２時まで

Ａ。－７． 'F常業務1311手まで Ilz常韮`勝、卜iiir装務

30111配達･受付
1111糸まで変洞．店舗 '２時まで Iljz幡薬Ｂｆｌ２時詣で

農協前給１１１]所｜平常瀧硲l311fまで 17時まで1711界まで 171MFまで

`桜ケ丘給illl所|平粥業務１３時まで 17時までl71Ifまで１７時まで

人］=授錆|受鯉''ｆ受鯉時 業務胎駒平附業務受付梓４１１受付管$111|受卜'静卵囑Nnii[|澱撫雛
ｶﾞﾘ途組合、に
１，ｈＷし走寸

畜巌販売112時まで

生乳検査}w;:業務鰯雛 排込lﾆ限る侍込にl興る1侍込仁l輿ぁ
受付IE午訴受N･正’T義,受l6hl;'12訂

》1途ﾎﾟ[|什且に
jimllします

生乳航査墜急

ｻﾞＩ製品’三場115時まで Ｗ櫛業務平NIi業務ｈｌ上附難筋

●発行･中標津町農業協同組合●編集･経営相談課組織広報係‘2-3275●発行月日・平成７年１２月１１日
２，ク

30日(士） 31日(日） 曰｜一元 ２日Cj<） ３日嗣 ４日嗣 ５日閏 ６日仕） ７日(日） 備考

一般業務 12時まで

111紬 1211矛まで 15111 で 1511#まで :211非まで

良『=凸

算匠ユ I21MPまで 151Ｍ 弓P■
［Ｐ 1511#:童で 2211箙まで

貯金､組勘臘共済 l21lfま 151Ｍ で 1511続臭 ;211静まで

ＡＴＭ 1411＃まで 1511#まで :511ｆまで :211fまで

八コ・・７コ ﾘﾄﾞ淵業務 13Ⅱ手まで '1z糀推i； ､ｉｆ粥業務

資材店舗 12時まで ､に柑業』勝 12時まで 30:I配達･塁ｲｲ。
：ＩｌＩｆまで

農協前給１１１]所 '7籍業務 I311ii十まで 17時まで 』711爺まで W711fま

桜ケ扉絵illl所 1z粥業務 l3IliIPまで 171聯まで :711fまで 171聯まで

人一見授錆
受16』･'3Ⅱｆ
まで

』受付13時
まで

業務始め 平附業務 受付梓｡11 受付管JＩＭ '量｢､｣-群｣YＬ 付ijn1K l2-3Uの露|オ
ミ、と|瀧鑑|堰

畜産販売 :2時まで 途組台
ｉＷＬま

、-

0-

#｛乳検査 T2粥業務
侍込仁l1Lる
受付正'｢託

篠込'二限２
受枇I:午患

1寺込にl興る
{･I･正’1名義

侍込にl輿モ

受(･卜'1'1も:！

生乳縦査緊急 謡翰
伽I途組什Lii二

jimlll，蚤･ｲ．

乳製品：二場 151聯ま 12髄業勝 平NIi業務 '1辮業務


